
クリエーター等支援事業（育成プログラム構築・実践）デザイン等（分野横断的新領域）
「学校法人滋慶学園 東京コミュニケーションアート専門学校」
「イマーシブ映像コンテンツクリエイター 育成・輩出プロジェクト Immersive Media Lab＋＋」

目的
目標

概要

中核となる指導者 育成すべき人材像

イマ―シブコンテンツの企画から制作、またアートディレクションや制作チームの運営が
出来る人材として育成し、さらにクリエイターとしてフリーランスの道を進むことも、企業
の一員として働くことも出来る人材にする。
想定職種：クリエイティブディレクター、イマ―シブコンテンツ制作クリエイター、イマー
シブコンテンツ制作プロデューサーなど

本プロジェクト「Immersive Media Lab＋＋」は社会で活躍できるプロクリエイターを養成しクリエイティブ業界に数多くの人材を送り出してきた東
京コミュニケーションアート専門学校（以下、TCA）が、XRや3次元のイマーシブコンテンツの分野でグローバルなコネクションと実績を持つ株式会社
STYLYと連携し、現在急速に拡大するイマーシブコンテンツのトップクリエイターを育成し、日本発・グローバル市場を牽引するエンジンとなる人材を持
続的に生み出していくエコシステムを創出する取り組みである。具体的には1年目に育成カリキュラムの調査・可視化・設定、2年目のトライアル講義
およびプロジェクトの試験運用、3年目には指導者や受講生からのフィードバックからカリキュラム内容のアップデートをおこない、4年目には「イマーシブ
コンテンツ人材を育成する専攻の正式な授業」としてカリキュラムをスタートしていく。なお1年目から、アメリカのマサチューセッツ工科大学（MIT）を
始め、海外の教育機関や文化芸術施設・団体との連携を積極的に実施し、グローバル市場で活躍できるイマーシブコンテンツクリエイター＝体験価
値創出クリエイターにとって必要となる実践的な学びをカリキュラム実装していく。

TCAは1988年の開講以来、プロクリエイターの育成に特化した総合デザイン専門学校として、多くの企業との実践的なカリキュラムを通じて社会で
活躍できる人材の育成を実現してきた実績を持つ。本プロジェクトではTCAの培ってきた産学連携教育を新時代のイマーシブコンテンツクリエイション
の分野にも拡張。株式会社STYLYを始めとするイマーシブコンテンツ分野の第一線で活躍中のエンジニアやプロジェクトマネージャーが講師を務める
通年講座や海外での夏季集中講座、や海外視察研修、そしてハッカソンへの参加など、バラエティに富んだカリキュラムの中でコンセプトメイキングと
プロトタイピングを高速で行き来しながら、企画の立案から実際に手を動かしてコンテンツを完成させる最終形まで完成させるタフな推進力を養ってい
く。TCA単独での新しい専攻設立の実現にとどまらず、TCAの所属する滋慶学園COMグループの他の学校法人にも講座を開放・ノウハウを還元し、
他校のカリキュラム改善にも役立てていく。

ソニーにてAR関連技術の開発を経
験後、起業。その後、AR/VR分野
での横断的なシステム開発、ディレク
ションに携わり、現在はSTYLYにて
執行役員兼XRプロデューサーとして
活躍中

株式会社STYLY 執行役員
XRコンテンツプロデューサー

野村 つよし（日本） 待場勝利（日本）

アメリカにて映画製作を学び、帰国後はサム
スン電子ジャパンや様々な企業でXR関連プ
ロジェクトをプロデュース。2020年, 2021年
に2年連続でベネツィア国際映画祭 VR部
門「VENICE VR EXPANDED」にコンペテ
ィション作品としてノミネート。

XRコンテンツプロデューサー
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大阪アニメ声優＆e-スポーツ専門学校

2年 髙澤 優斗 （スーパーゲームクリエイターコース）

2年 廣谷 ひより （Vtuberテクノロジーコース）

3年 柴野 庵 （Vtuberテクノロジーコース）

テーマ「エモいを引く体験」

学年・コースが違っており、
右から、

プログラマー、デザイナー、CGモデラー
で構成されたチームです。
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なにか新しいことに
挑戦してみたかった

自分に自信を
つけたかった

力を貸してほしいと
頼まれた

挑戦してみよう！！



クリエーター等支援事業（育成プログラム構築・実践）デザイン等（分野横断的新領域）
「学校法人滋慶学園 東京コミュニケーションアート専門学校」
「イマーシブ映像コンテンツクリエイター 育成・輩出プロジェクト Immersive Media Lab＋＋」

2025.12.07−12.09
3-Day Hackathon ＠TOKYO Shibuya 2026.03.29

日本全国の滋慶学園COMグループの各校から30名の学生が参加
3名1チームとなり、Apple Vision ProをつかったXR作品制作に挑戦

モデラーやデザイナー、プログラマーなど
異なる専門性を持つメンバーと協力して制作を行う中で、
チームとしての在り方や、自分の考えを相手に伝える難しさ、
全員が同じ目標に向かうためのコミュニケーションの重要性を
学んだ。その過程で多くの悩みや課題もあったので完成した際は、

チームで一つの作品を作り上げる喜びを強く実感した。
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2026.01.20−01.29
Study Tour to the United States
Los Angeles, Las Vegas, Boston

アメリカの最新のイマーシブコンテンツ施設のリサーチ、MITで開催されるXRハッカソン
「MIT Reality Hack」の視察などを行う

アメリカでの視察では、視線誘導や影の使い方など、
クリエイターとして必要な視点を学ぶ事ができた。
特にMIT Reality Hackの見学は大きな刺激となり、そこで感じたのは
「挑戦することが当たり前」という空気だった。
最初は不安もあったが、完璧な英語でなくても、
伝えようとする気持ちがあれば意外と会話ができることを実感した。
この経験から、

技術だけではなく挑戦する姿勢の大切さを学んだ。
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2026.02.10−02.11
若きクリエーター展・職業体験フェスタ ＠OSAKA

3月のプロトタイプ展では、作品の展示とプレゼンテーションを
行い、業界の方ーから直接フィードバックをいただいた。
その中で、自分たちでは気づかなかった課題や改善点を知る事ができ、
作品を客観的に見ることの大切さを学んだ。
また、他チームの作品からも多くの刺激を受け、
「もっと良い作品を作りたい」という気持ちが強くなった。
この経験をきっかけに、

作品の完成だけでなく、体験する人に何を届けたいのかを
意識しながら作品を制作を行うようになった。



今回のプロジェクトを通して、私たちの視野は
大きく広がった。他校の学生との交流やアメリカでの
経験を通して、新しい価値観や表現方法に触れること
ができ、挑戦することの楽しさや人と協力して作品を
作る面白さを学んだ。また、「できるかどうか」では
なく「まず挑戦してみる」という考え方が身につき、
その後のハッカソン参加やゲーム制作など新たな行動
にもつながった。

この経験は私たちにとって大きな転機となり、
これからも学んだことを活かしながら、
自分たちらしい表現を追求していきたいと
考えています。
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これから
についても多少言葉を補えるようであればお願いします。
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